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１．はじめに ３．一次生産量の推定方法 
(１)再曝気係数の推定   閉鎖された水域における炭素収支を考える場合，

水域における内部生産量は無視できないが，現在の

所，その推定手法は確立していない．本研究では，

今津干潟内での炭素収支に着目し，今津干潟内での

一次生産量を推定することを目的とする．干潟の一

次生産量の推定方法として，堆積物表層の底生微細

藻類の Chl.a 量より測定するもの(門谷，2000)が多い

が，直接，一次生産量の推定する研究は多くない．

近年，高精度の溶存酸素濃度の連続観測が可能にな

り，溶存酸素濃度の連続観測から，再曝気係数と呼

吸速度を推定し，一次生産量を推定する研究(萱場，

2005)，1 地点の溶存酸素濃度から一次生産量を推定

する研究（UEHLINGER and NAEGELI，1998）があ

る．本研究は，これらを参考に 1 地点の溶存酸素濃

度の連続観測を今津干潟で行い，干潟内での一次生

産量を推定した． 

湖沼や海域における酸素移動量は，主に風によっ

て引き起こされる．浅い湖沼に適用可能な Banks の

式を用い，以下のように再曝気係数を推定した． 
)43.067.343.8(10 22/16 UUUkL +−= −  (1) 

ここで ：液相の物質輸送係数 (m/s)，U：風速

(m/s) 
Lk

また，物質輸送係数 と再曝気係数 とは以

下のような関係がある 
Lk 2K

hkK L /2 =   (2) 

ｈ：水深(m) 
 
 (２)純生産量の推定 
水域での光合成による有機物の生産と分解は(3)式

のように書かれる． 

22222 2 OOHOCHOHCO ++⇔+   (3) 

 植物は二酸化炭素と水と光エネルギーにより光合

成し，有機物と酸素を生成し，消費者は有機物を酸

素と水により分解し，エネルギーを得ている．炭素

収支を見積もるには，酸素収支を明らかにすればよ

いことがわかる． 

２．調査内容 
現地調査は，福岡市西部に位置する今津干潟にお

いて，溶存酸素濃度，水位，流速，光量子をアレッ

ク 電 子 ㈱ 製 COMPACT-DOW ， COMPAC-TD ，

COMPACT-EM，COMPACT-LW を用いて測定した．

調査期間は 2006 年 12 月 11 日～13 日で，調査地点

は図-１に示す 3 点を設けた．一次生産量は 12 日の

1 日を対象として推定した． 

得られた再曝気係数と測定値を用いて (4)式
(UEHLINGER and NAEGELI，1998)より 1 時間当た

りの純生産速度を算出する． 

h
dt

dX
XXKt DO

DODO 
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① ② ③ 

０ 1 ㎞

β(t)：純生産速度， ：溶存酸素濃度 DO

DO

X

*X ：飽和溶存酸素濃度，t：時間 

5 分間隔で測定したため，1 時間当たり 12 個のデ

ータあるので，24 時間分の総和を 12 で割って 1 日

の純生産量を求めた． 
 
(３)呼吸量の推定 

図‐１ 調査地点  夜間における総生産量は０となるので，呼吸量＝

‐純生産量より昼間の呼吸量を推定する．夜間の呼
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吸量を 12 日 0 時～６時と 12 日 18 時～24 時でそれ

ぞれ平均値をとり，その 2 点を結ぶ直線を０として，

全ての呼吸量を算出する． 
 
４)総生産量の推定 
 得られた純生産量と呼吸量より総生産量を推定す

る． 
 
４．結果 

3 地点の溶存酸素濃度はほぼ同じ動きを示したた

め，図-２に②地点の溶存酸素濃度と水温の変化を

示す．溶存酸素濃度は昼，光合成による生産により

平均風速は最大値 3.9(m/s)，最小値 0(m/s)で，②

上昇し，夜，呼吸により下降しているのがわかる． 

 
 

地点の総生産量を図-４に示す．総生産量が昼

に

る． 

この値は干上がった時間帯(①地点：6 時間 5
分

昼に当

ので過小評価されている．呼吸量は干上がって

い
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③

上昇し，夜に下降することがわかる．これにより

昼間に光合成による生産が行われていることがわか

表-２に各地点の総生産量と純生産量，呼吸量を

示す．
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②地点溶存酸素濃度

②地点水温

図－４ ②地点の総生産量 

，②地点：4 時間，③地点：2 時間 15 分)の純生産

量は推定できなかったので含んでいない． 

  
３地点とも総生産量は，干上がった時間が

表-２ 各地点の総生産量 

  ①地点 ②地点 ③地点 

総生産量 1.9  1.0 1.4 

純生産量 -1.13  -0.8 -0.7 

呼吸量 3.08 1.9 2.1 

(単位： g ) 12
2- −− daymO

図－２ ②地点の溶存酸素濃度と水温 

地

点の純生産量を図-３に示す．ただし，干潟

が

点の再曝気係数は最大値 0.038(1/hr)，最小値 0 
(1/hr)であった．干潟内は流速が非常に小さく，面積

が広く，河床勾配も緩やかなため，風による曝気し

か起こらず，再曝気係数は小さくなったと考えられ

る． 
②地

たる

ない夜を基準として推定したので妥当であると思

われる．総生産量を炭素換算すると 3 地点の平均は

0.6 12
2C- −− daymg となる．他の干潟の一次生産量は，

春日川・新川の河口干潟域(香川県)では平均 1.5±
0.8 などが報告されている． 

 
６．

12
2C- −− daymg

干上がったと思われる時間帯のデータは取り除い

た．純生産量は夜間は 0 付近になることがわかる． 

図－３ ②地点の純生産量 
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